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栽
培
管
理
の
参
考
に

：のコ j
~ g シ；
；詰；
：田リ；

所

置

箇10 
設

・-J8 2 6 I号

朝
日
町
産
米
改
良
対
策
協
議
会
で
は
、

商
品
位
の
高
い
良
質
米
の
積
極
的
生
産
鉱

大
を
図
り
、
地
域
に
適
応
し
た
裁
絶
技
術

体
系
を
確
立
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
安
定
増

収
に
よ
り
、
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
ζ

と
を
目
的
と
し
て
実
証
田
を
町
内
に
十
カ

所
設
置
し
ま
し
た
。
乙
の
実
証
聞
に
は
、

肥
料
設
計
、
生
育
調
査
、
除
草
剤
、
農
薬

散
布
等
に
つ
い
て
、
原
示
板
に
記
総
し
、

わ
か
り
や
す
く
機
一
任
も
立
て
ま
す
の
で
、

今
後
の
殺
焔
管
理
に
つ
い
て
参
考
と
さ
れ

、
今
年
の
米
づ
く
り
に
万
全
を
期
し
て
下

さ
い
。

ひさあ手紙iぷ

八
－
R
E関
を
管
理
さ
れ
る
方
々
V

制 帽32牢 8月 8臼

’na•便物昭司

泊
草

野
桜

町

小

吏

高

畠
殿

町

辻
岩
崎

弁
ノ
口

金臨
際

荒
尾

．
雄

追

分

繁

威

住
吉
大
栄

谷

口

敏

清

水

英

信

鹿

熊

国

松

谷
口
八
重
子

火
久
保
伊
文

高

川

周

一

山

岡

茂

久

塚山

く； iv.：.~＞

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
誕
生

朝
日
町
で
は

イ〉

目

四
月
十
三
日
、
五
箇
庄
地
区
の
三
十
二

名
の
婦
人
で
構
成
す
る
消
費
生
活
グ
N
l

プ

「五
筒
庄
消
費
教
育
学
級
」
（
代
表
、

大
久
保
節
子
さ
ん
〉
が
誕
生
し
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
複
雑
多
織
化
す
る
消

費
生
活
社
会
に
あ
っ
て
、
賢
い
消
費
者
と

な
り
、
よ
り
良
い
消
費
生
活
を
送
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
役
場
議
場
で
開
級
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
席
上
、
校
下
婦
人
会
長
、
同

公
民
館
長
、
朝
日
町
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

お
祝
い
と
激
励
の
こ
と
ば
の
あ
と
、

年
十

回
の
学
習
テ
：
マ
を
全
員
で
力
強
く
確
認

し
、
直
ち
に
第
一
回
の
学
習
会
に
入
り
ま

し
た
。ご

み
処
理
を
テ
ー
マ
と
し
て
住
民
課
似

健
衛
生
係
員
か
ら
、
。
ご
み
の
選
別
の
し

ー・園町圃－.•. ー

五
箇
庄
消
費
教
育
学
級

か
た
ん
ν

等
を
聞
い
た
後
、
東
部
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
不
燃
物
捨
場
を
見
学
、
学
級
自
民
一

同
は
増
大
、
多
織
化
す
る
ご
み
、
廃
築
物

に
驚
く
と
と
も
に
、
生
活
の
ム
ダ
を
今
更

に
し
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

一
コ
マ
も
あ
り

ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

八
写
真
は
、
東
部
清
掃
七

ン
タ
l
で
V

朝
日
町
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
決
る

消
費
に
関
す
る

苦
情
相
談
を
ど
う
ぞ

朝
日
町
で
は
消
費
生
活
の
健
全
化
を
は

か
る
た
め
消
費
者
モ

ニ
タ
ー
を
設
位
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
次
の
五
名
の
方
々
に
附
和

五
十
二
年
度
の
毛
ニ

タ
ー
を
容
嘱
し
ま
し

た。
同
毛
ニ
タ
1
は
月
一
回
の
食
斜
品
倒
的

制
賓
の
ほ
か
、
消
費
に
関
す
る
平日
間
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。
泊
費
者
の
み
な
さ
ん

の
梢
極
的
な
と
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
朝
日
町
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
〉

平 路t坂柴篠
崎 u・ ＊山沢

一山
子
（
即
日
収
町
）

と
み
〈
小
町
）

む
子

（
本
町
）

叩
ゆ
（
羽
町
）

や
へ

（上
辿
下
）

福

祉

． 
母
子
医
療
費

二
分
の
一
か
ら

三
分
の
こ
に
改
正
． 

助成額四
月
一
日
か
ら
母
子
医
療
費
の

一
部
が

改
正
さ
れ
、
八
対
象
V
が
母
子
文
は
父
子

家
庭
の
児
窓
お
よ
び
保
護
者
に
ま
で
、
ま

た
八
助
成
額
V
も
本
人
負
担
額
の
三
分
の

こ
と
な
り
ま
し
た
。

八
母
子
文
は
父
子
家
庭
と
は
V
町
民
税

均
等
割
課
税
以
下
の
純

一
歳
か
ら
十
八
段

米
満
の
児
童
を
扶
益
す
る
家
庭
で
あ

っ
て

保
護
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

家
庭
を
い
い
ま
す
。

①
配
偶
者
と
死
別
し
た
者
で
あ
っ
て
、

現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者

①
離
婚
し
て
現
に
婚
例
を
し
て
い
な
い

者①
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
者

＠
配
偶
者
か
ら
遭
策
さ
れ
て
い
る
者

①
配
山
者
が
海
外
に
あ
る
た
め
扶
長
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

＠
配
偶
者
が
新
神
又
は
身
体
の
障
山
内
に

よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
火

っ
て
い
る
者

． 
心
身
障
害
児
童

福

祉

金

二
万
五
千
円
か
ら

三
万
円
に
改
定 ． 

支給 額凶
月
一
円
か
ら
心
身
陣
営
百
児
童
稿
純
金

の
一
部
が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
コ’対

象

5 
0 

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳

を
有
す
る
者
、
文
は
精
神
薄
弱
者
と
さ

れ
た
ご
十
歳
米
満
の
者
で
あ
っ
て

①
門
学
校
、
渡
学
校
、
必
護
学
校
に
通

学
す
る
者

①
身
体
陣
容
者
更
生
按
護
施
設
に
通
所

す
る
者

①
心
身
障
害
者
通
園
肱
施
設
に
通
所
す
る

者＠
そ
の
他
の
者
を
も
っ
保
護
者

人
支
給
額
V

年
額
三
万
円
（
①
に
該
当
す
る
者
は
六

万
六
千
円）

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も

役
湯
住
氏
課
福
州
係
〈
舎
三
i

二ハ×
U

内
線
二
三
）
へ

(2! 

，、、
s
t、a
f
、4
、、J
，，も
J

E

、，，
s
J
’sp
r
t
r、争旬、，e

問

大
村
氏
晴
れ
の
受
寧

動
六
等
単
光
旭
日
章

附
側
一
九
十
二
年
会
の
叙
勲
で
、
朝
刊
町

か
ら
は
、
水
作
地
刀
自
治
に
功
労
の
あ
っ

た十
八村
一回
次
氏
（
附
似
〉
が
勲
六
等
助
光

州
也

U
部
を
受
設
さ
れ
ま
し
た
。

白
治
功
労
者
叙
勲

、
負
a
fb
F
2
8
f
s

s

、円
．4
J
元
日
朝
日
町
膿
会

maR

伊

町
一
一
九
大
村
房
次
氏
（
河
）

火
村
さ
ん
は
、
旧
泊
川
議
会
議
員
を
七

什
間
．
町
村
合
併
後
の
朝
日
町
議
会
議
員

と
し
て
十
二
作
間
つ
と
め
ら
れ
、
町
行
政

の
似
間
関
と
工
川
柳
誘
致
や
商
工
業
、
農
業
等

の
保
興
な
ど
拐
土
nu
発
川
伐
の
た
あ
に
は
く

さ
れ
た
川
部
に
土
ゐ
ら
山
で
す
の
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く泊南部保育所増改築なる〉

in南部保育所は、 lN勿の老Wiと入所出置児Li＼数
のMJJllで、WlC政＇.fa1I』でしたが、このほど完成し、
: .;ij~I.！も新しい却制で元討に動きまわっています。

この~’物は、 国L( ·q ；合理 jl;融資を受けて総説し

たもので、’七討も60れから 110名となりました。

＝町道越・南保線改良進む＝

i判保越よりnrr間保に至る町i首越・W1保棋の51fド［克｜；

・J＇がこのほど完成しま した。

この路制は、秋弱地縦であったため、国の雪；冬Mfi助
対象ポ業として全体の延長680.5：.~を路鰍改良し、現
制民6.5：.；；を1.o ：.~に改良し、｜悩1司J501Jc度より主主側から

施工、51f下位までに 528.7 ：.；；進行、52作．度中には全線

完成の予定です。

誘発 泊小学校移転開校 後

;n小学校校舎の一部が、町の都市計画街路事業の道

路用地となるため、富山県より！日泊高等学校校舎の税
控を受け改築中でしたが、予〉とどおり工事が完成し、

このほど移転も終り、新学期からIJ日佼しました。

一λ
目
で
見
る
町
の
事
業
い

…

一

附
利
五
十

一
作
成
の
町
関
係
の
事
業
で
ま
だ

月

一

一
皮
も
紙
聞
に
紹
介
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
を

…

一
写
実
を
中
心
に
つ
づ
っ
て
み
ま
し
た
。

…

…
乙
の
ほ
か
に
も
ま
だ
制
介
し
な
け
れ
ば
な
ら

…

一
な
い
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
聞
の
都
合
上
、

…

…
耐
部
保
育
所
な
ど
五
件
に
と
ど
め
ま
し
た
。

…

宮
崎
漁
港
改
修

漁
業
の
近
代
化
、

大
型
化
な
ど
に
伴
い
、
間
利
一
．

十
六
年
か
ら
宮
崎
漁
港
の
被
備
が
滋
次
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
内
港
泊
地
の
一
部
が
完
成

し
、
突
風
が
吹
き
荒
れ
た
と
き
の
避
難
な
ど
、
漁
業

関
係
者
か
ら
喜
乙
ば
れ
て
い
ま
す
。

同
漁
港
は
、
盤
備
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
泊
地

の
拡
大
、
け
い
留
施
設
、
荷
捌
所
、
道
路
等
の
輸銀備

な
ど
近
代
的
な
漁
港
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

:3) 

’

’

〈
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
），

一
所
つ
一

日

’

こ
の
ほ
ど
作
作
の
桜
の
名
所
を
ぜ
ひ
出
活
さ
せ
た
い
と
の
町

一
名
一
…

民
の
願
い
か
ら
、
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
同
辺
に
古
野
鍛
百
二
卜

…
の
た
…

本
と
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
シ
l
タ
二
十
数
古
川
が
附
え
ら
れ
ま
し
た
。

…
桜
ま
…

ζ

れ
は
、
商
工
会
と
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
、
町
の
街
志

却
の
万
々
か
ら
谷
附
を
募
っ
て
傾
倒
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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〔
各
町
内
の
国
民
年
金
委
員
〕

八
犬
猿
庄
V
森
岡
茂
（
藤
塚
）
／
富
岡
才

貞
（
積
道
〉

／
小
川
信
一
〈
下
野
〉

／
吉

野
幸
太
郎
（
大
家
庄
）
／
大
久
保
伊
文
（

弁
ノ
口
〉
／
池
田
清
（
柳
田
〉

／
小
川

一
郎
〈
三
枚
繍
）
／
道
下
賢
次
郎

〈不
動

堂）

／
小
沢
勝
恵
（
積
水
〉
／
高
島
繁
作

（
高
野
）
／
野
村
久
四
（
下
山
新
〉
／
門

口
一
郎
（
金
山
）
／
吉
田
隆
徳
〈
窪
田）

／
飯
田
富
二
（
舟
川
新
〉

八
山昌明
V
長
晶
体
喜
美
子
、
仙
名
英
子
〈
羽

入
〉
／
長
津
清
平
、
秀
永
武
宣
（
辻
岩
崎

）
／
安
達
阻
幸
（
越
〉
／
七
沢
健
蔵
〈
紡

〉
／
九
里
留
芳
〈
小
在
池
〉
／
牧
野
徳
治

〈
花
房
〉
／
酒
井
栄
（
山
崎
新
〉
／
辻

栄
栄
吉
〈
細
野
〉

／
森
岡
義
賢
〈
山
王
〉

／
大
弁
四
郎
、
上
村
益
治
〈
殿
町
）

八
盲用
保
V
柚
木
武
雄
（
小
更
）

／
痕
藤
重

雄
〈
越
）

／
南
部
俊
（
町
南
保
）
／
江

測
富
枝
〈
竹
ノ
内
〉
／
土
井
宏
司
、

大
森

寅
二

（
高
畠
〉

／
佐
々
木
次
郎
〈
谷
〉

／

大
森
敏
雄
（
長
野
）
／
吉
田
広
作
（
石
谷

〉
／
松
原
一
一
雄
（
蛭
谷
）

／
山
本
保

一
（

池
谷
町
）

八
五
箇
庄
V
舘

尋
司
（
桜
町
南
部
）

／

山
本
政
経
〈
桜
町
中
部
）
／
勝
回
総
鋭
（

桜
町
北
部
）
／
広
川
建
之
〈
旭
ケ
正
）
／

国民年金

年
金
委
員
委
嘱

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

町
で
は
、
各
町
内
ど
と
に
次
の
方
々
を

国
民
年
金
委
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
加
入
者
や
年
金
受
給
者
の

方
々
の
世
話
な
ど
相
談
相
手
と
な
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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寺
田
臨
次
、
西
同
鉄
夫
〈
月
山
）
／
浜
田

英
厳
、
笹
原
武
志
（
草
野
）

／
広
間
啓
作

、
浜
文
吉
〈
赤
川
）

八
泊

一
区
V
永
井
由
和
（
下
績
尾
）
／
吉

田
俊
夫
〈
温
泉
町
）

／
村
上
忠
義
〈
上
横

尾
）
／
大
平
勝
次
（
宮
本
町
〉

／
水
島
末

吉
（
橋
向
町
〉
／
大
菅
量
蔵
〈
神
田
町
〉

／
松
倉
健
三

〈
東
下
町
〉

／
居
波
千
吉
郎

（
西
下
町
）
／
伊
藤
市
郎
〈
東
三
浦
町〉

／
松
本
悦
夫
（
中
三
浦
町
〉
／
東
崎
幸
治

（
西
三
浦
町
）

八
泊
二
区
V
島
田
久
志
、
古
市
隆
定
〈
中

町）

／
大
村
俗
夫
〈
弥
生
町〉

／
大
谷
益

雄
（
大
屋
）
／
中
島
定
良
（
本
町
〉

／
田

村

貢

（
幸
町
〉
／
柚
木
文
次
〈
上
町
東

部
）
／
桜
弁

保

（
上
町
西
部
）
／
下
沢

作
雄
（
清
水
町
一
丁
目
〉
／
上
沢
正

一
（

清
水
町
二
丁
目
〉
／
犬
田
久
雄
、
寺
崎
和

雄
（
束
事
野
）
／
殿
村
部
〈
西
町
〉

／

松
下
常
三
（
松
滞
町
）
／
丸
岡
貞
作
（
若

草
町
）

八
泊
三
区
V
大
村
ト
キ
ヱ
（
沼
保
）
／
草

島
利
夫
（
荒
川
一
丁
目
）

／
伊
藤

一
郎

（

荒
川
二
丁
目
）
／
横
谷
松
太
郎
〈
荒
川
三

丁
目
）

／
永
井
由
松
（
荒
川
四
丁
目
）
／

大
村
光
勇
（
荒
川
五
丁
目
）
／
折
谷
幸
一

〈
栄
町
〉
／
大
官
実
〈
末
広
町
）
／
三

弁
八
千
代

（
下
迫
下
〉
／
岩
田
繁
松

（小

道
下
）
／
平
崎
知
勝
（
上
道
下
）
／
長
谷

繁
松

（平
柳

一
区
）
／
砂
田
幸
作
（
平
柳

二
区
）

〈
笹
川
V
勝
田
圧

て
勝
田
勝
次
、
折
谷

武
治
、
竹
内
重
男

八
宮
筋
V
河
内
正
美
、

小
森
重
作
、
竹
谷

三
郎
、
部
助
松

八
境
V
金
森
越
六
、
広
川
兼
二
、

山

千

敏
、
水
口
周

一
行
（
境
）
／
桜
辿
光
広
（
太

平
）

…必修
体
協
だ
よ
り
私物
…

事
業
な
ど
決
る

…
新
し
く
夜
聞
がい
げ
川
大
会

こ
の
ほ
ど
、
朝
日
町
体
育
協
会
の
定
内

山
期
総
会
が
開
仰
臥
さ
れ
、

五
十
二
年
度
事
M

M

業
計
画
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
～

〈
事
集
計
画
V

5

・8
歩
乙
う
会

5
・
日
庭
球
大
会

6
・
ロ
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
十
八
会
～

6
・
犯
二
市
一
郡
中
学
駅
伝
競
争
九

7
・
ぉ
t
m
朝
日
、
白
馬
登
山

川

8
・
引
少
年
ソ
フ
ト
ボ
l

N
大
会内

山
・
同
町
民
野
球
大
会

け
－
6

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l

w
大
会
川

川
－

U

町
民
バ
レ
l
ボ
l

N
大
会
～

1
・
2

武
道
大
会

2
・
5

町
民
ス
キ
l
大
会

3
・
ロ
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
内

町
民
卓
球
大
会

V

5
t
7
月
朝
間
野
球
大
会

川

5
1ゆ
月

走

ろ

う
会
〈
毎
月
第
二
ザ

日
曜
日）

9
t
m月
夜

間

パ
ν
l
ボ
l

w
大
川

会

川

八
新
役
員
V

会

長

距

熊

安

正

〈

山

崎

）

～

副
会
長
清
水
賢
二
（
大
家
庄
〉

九

h
q

同
情
実
（
泊
三
区
〉

理
事
長

河
内
登
（
五
箇
庄
）

ρ

訓
理
事
長

折
谷
要
（
笹

川
〉
日

グ

広

川

訓

（

大

家
作
．）
h

会

A

M

r
崎
保
彦
（
泊
三
氏
）
門

院

が

深

絵

災

（

笹

川

）

山

倒
木
文
次
（
泊
二
氏）

。

大
森
党

一
（
市

保

〉
山

朝
日
町
連
合
婦
人
会

朝
日
町
結
核
予
防
婦
人
会

定
期
総
会
開
く

朝
日
町
連
合
婦
人
会
、
朝
日
町
結
絞
予

防
婦
人
会
は
、
四
月
十
七
日
制
枇
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
総
会
を
開
催
し
、
昭
和
五
十

二
年
度
の
役
員
の
選
出
、
及
び
活
動
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

援
活
動
目
標

－
会
員
の
み
な
さ
ん
に
窓
口ば
れ
る
活
動

－
温
か
い
住
み
よ
い
地
戚
づ
く
り
に
役
だ

っ
活
動
の
共
通
の
願
い
を
も
と
に
、
お

互
い
の
和
の
気
持
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
よ
る
人
間
関
係
を
大
切
に
し
て

次
の
三
つ
の
活
動
方
針
を
目
標
に

援
活
動
方
針

一
、
健
康
噌
進
に
努
め
ま
し
ょ
う

て
ボ
ラ
ン
テ
f

ア
活
動
の
推
進
に
努
め

ま
し
ょ
う

一
、
生
活
改
善
の
実
績
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

署長
役

員

理 会 会 副 会
。会

事務計 長長

水
島
文
子

野
田
い
の

水
野
ミ
ツ
．キ

西
弁
電
子

江
捌
泰
子

氷
島
松
子

長
井
悦
子

いれ
栂

信
子

秋
山

＋智子

土
崩

清
川

杉

問

洋

子

，， ，， ~ // 

へ

削

〉

（宮

崎

）

〈山
崎
）

（
五
箇
庄
｝

（
南
保
）

〈

境

）

（笹

川｝

〈
大
家
庄
）

（泊

一
区〉

へ的
一一
区〉

（泊
一一
．灰〉

…政一

相
談
員
に

…相
一

川
上
嘉
一

一
竺

相

談

日
は

一
行
一
毎
月
第
一
火
曜
日

川
上町
澗一

氏
（
朝
日
町
不
動
堂
、
電
話

一．．
 

1
0
0
五

O
）
は
、
悶
和
五
十
二
年
度

か
ら
ニ
カ
作
を
任
期
と
す
る
行
政
相
談
蚕

白
と
し
て
、
附
利
五
十
二
年
四
月
一
日
付

け
で
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。役

所
の
こ
と
で
、
苦
情
を
も
た
れ
る
方

ζ
意
見
の
あ
る
方
は
、
行
政
相
談
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
副
知
密
厳
守
〉

委
員
は
、
富
山
行
政
監
察
局
と
密
接
に

連
絡
を
と
っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
無
料

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
川
下
さ
い
。

(4) 

さ
ん

朝
日
町
教
育
委
員
会

－i
文
部
省
鯛
査
統
計
l
l！
－

「
｜
！
功

績

者

表

彰

l－

去
る
一一一月
三
十
日
県
庁
に
お
い
て
、
昭

和
五
十
一
作
度
文
部
省
調
査
統
計
功
績
者

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
朝
円
町
教
育
委
員

会
が
文
部
大
川
表
彰
状
附
皇
伝
途
を
受
け

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

附
和
五
十

一
年
度
に
行
わ
れ

た
地
万
教
育
費
以
び
地
方
教
育
行
政
調
在

の
成
績
が
極
め
て
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。



昭和32~ 8月 8日
－ ，再 3 • 郵便物U可・ー

昭和 52年 5月 10日
月刊〈毎月 I0日発 行｝

心
温
ま
る

寄
贈
の
数
々

。
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
の

寄
贈

’~ 2 6 I号

・
富
山
市
鈴
木
設
計
事
務
所
よ
り
時
計

一

個
－
（
株
）
深
松
組
北
陸
支
社
よ
り
時
計

一
個

灰
皿
五
十
個

－
朝
日
町
家
具
組
合
よ
り
ポ
ッ
ト
一一
個、

絵
画

一
点

・
朝
日
町
事
務
用
品
組
台
よ
り
灰
皿

〈ロ

ビ
1
周
〉
二
個

－
道
用
工
業
所
よ
り
掛
け
軸

一
個

－
フ
カ
ミ
カ
メ
ラ
店
よ
り
時
計
一
側

ひ

。
総
合
体
育
館
へ
の
寄
贈

さ

・
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
集
会
用

大
テ
ン
ト
ご
猿

・
日
東
紡
績
株
式
会
社
泊
工
場
よ
り
演
壇

一
基

・
朝
日
町
家
具
事
務
用
品
組
合
よ
り
応
援

筋
子
一
脚
、
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク

一
個

．
本
町
松
原
電
線
商
会
よ
り
白
黒
テ
レ
ビ

一
台

あ報広

。
朝
日
町
教
育
委
員
会
へ

－
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
、
郷
十
一

史
研
究
費
二
万
円
、
中
央
図
九
館
に
図

書
購
入
費
一
万
円

－
道
下
、

寺
田
知
勝
さ
ん
よ
り
町
の
体
育

振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
十
万
円

。
学
校
へ
の
寄
贈

O
犬
家
庄
小
学
校
へ

－
大
家
庄
小
学
校
育
成
会
よ
り
児
童
用
図

禽
九
十
七
冊
、
ソ
フ
ト
グ
ロ
ー
ブ
ミ

ッ

ト

一
組
、
ピ
1
ト
板
二
十
二
枚
、
ス
ノ

ー
ボ
l
ト
七
個
、
ポ
l
w
十
二
個

－
大
家
庄
小
学
校
後
援
会
よ
り
築
山
造
成

費
三
十
二
万
円

・
昭
和
五
十
一
年
度
卒
業
生
一
同
よ
り
十

人
用
キ
ャ
ン
プ
テ
ン
ト
一
張

O
山
崎
小
学
校
へ

．
昭
和
五
十
一
年
度
率
業
生

一
同
よ
り
移

動
式
低
鉄
棒
二
基

・
山
崎
、
仙
名
敏
子
さ
ん
よ
り
児
童
用
図

書
二
十
六
冊

O
境
小
学
校
へ

・
境
小
学
校
後
援
会
よ
り
折
た
た
み
桁
子

十
二
脚

・
昭
和
五
十
一

年
度
事
業
生
よ
り
大
丹
梨

一
基

－
一X
属
政
、
近
江
美
喜
子
ざ
ん
よ
り
学
習

訂
料
図
艇
二
十
川
、

印
字
を
お
ぼ
え
る

辞
典
十
荒
川
、
標
準
ベ
ん
き
ょ
う
百
科

O
泊
中
学
校
へ

・
昭
和
二
十
六
作
度
不
業
生

一
同
（
代
表

平
削
利
夫
氏
〉
よ
り
応
後
七
y

ト

（一一一

・
川
和
五
十

一
年
度
不
業
生

一
同
よ
り
一三

万
説
付
鉄
幻
立
天
縦

一
張

。
保
育
所
へ
の
寄
贈

O
第
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十
年
度
再
園
児

一
同
よ
り
折
た

た
み
椅
子
五
脚

－
附
和
五
十
一
年
度
母
の
会
（
代
表
川
口

公
子
さ
ん
）
よ
り
折
た
た
み
純
子
五
脚

・
間
利
五
十

一
年
度
獄
中
園
児

一
同
よ
り
レ

コ
ー
ド
プ
レ

ー
ヤ
ー
一一台

O
宮
崎
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十
年
度
母
の
会
（
代
表
青
島
武

美
さ
ん
）
よ
り
縄
飛
び
五
十
本

－
宮
崎
町
内
会
（
代
表
扇
谷
九
店
街
門
さ

ん
）
よ
り
聞
紙
務
理
棚

一
台

・
昭
和
丘
十
一
年
度
不
随
児

一
向
及
び
母

の
会
（
代
表
米
間
脇
町
枝
さ
ん
）
よ
り
ア

ン
ソ
と
ス
ピ
ー
カ
一
式

O
泊
東
鶴
保
育
所
へ

あ
な
た
の
街
で
す
勺
自
然
で
す
勺

吸
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
内

・
昭
和
五
十

一白
肢
子
園
児

一
日
よ
り
文

附

ご
三
O
附

O
泊
中
郵
保
育
所
へ

・
悶
和
五
十
年
度
卒
闘
児
、
任
闘
児

一
川

よ
り
陪
紘

一
式

－
本
町
出
回

元
さ
ん
よ
り
カ
七
リ
ト

．

h

山口
－
附
和
五
十

一
年
度獄
中
園
児
、
在
園
児

一

向
よ
り
文
康
二
六

om

O
泊
南
留
保
育
所
へ

・
問
和
五
十
年
度
不
園
児
一

川
よ
り
オ
ル

ガ
ン
二
台

－
平
柳

一
区
金
山
正

一
さ
ん
よ
り
テ

ν
ピ

一A
ロ

・
平
柳

一
区
高
橋
角
田
刀
さ
ん
よ
り
プ
レ
ー

ヤ
ー
一A
ロ

－
沼
保
中
島
克
紀
さ
ん
よ
り
プ
レ

l
ぃ
1

〈
マ
イ
ク
付
）

コ
一台

－
昭
和
五
十

一
年
度
第
園
児
一

伺
及
び
父

け
ん
の
会
（
代
表
土
井
忠
良
さ
ん
）
よ
り

文
庫
一
三

O
冊

．
・卜
道
下
柏
木
政
雄
さ
ん
よ
り
暗
部

一
式

．
下
道
下
土
井
忠
良
さ
ん
よ
り
ま
ま
ご
と

セ
ゾ
ト
－
式

O
西
部
保
育
所
へ

・
車
野
商
品
和
吉
さ
ん
よ
り
砂
場
の
砂

（

l
一ソッ
ク
一

台
分）

制判例t

タバコは朝日町で

買いましょう、

－
附
印刷五
十
作
広
母
の
会
（
代
表
金
井
熊
美

校
さ
ん
）
よ
り
マ
マ
ゴ
ト
七

ッ
卜
三
点

．
昭
和
五
十

一
年
度
小
闘
児

一
同
よ
り
乳

児
室
一カ
ー
テ
ン

。
桜
町
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十

一
年
度
母
の
会
（
代
表
広
川

桜
子
さ
ん
〉
よ
り
紅
白
の
日

一
式
、
オ

ー
バ

ー
へ
ノ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l

一
む

．
絞
町
高
桜
林
松
さ
ん
よ
り
大
鋭

一
台
、

脱
た
て
台

一セ
J

ト

。
南
保
保
育
所
へ

．
昭
和
五
十
一

年
度
不
闘
児

一
同
よ
り
チ

ャ
1
ム
ポ
ー
ル

一
組
、
リ
ブ
ブ
ロ

ッ
ク

二
組

O
小
川
保
育
所
へ

－
抗
谷
谷
口
蝶
子
さ
ん
よ
り
二
輪
ス
ク
i

H
Y

－
－一台

O
山
崎
保
育
所
へ

・
間
和
五
十
一

年
度
母
の
会

〈
代
表
中
野

友
子
さ
ん
）
よ
り
オ
ー
バ
ー
へ
，
ド

一

路
・
間
和
五
十

一
年
度
。
小
国
児

一
同
よ
り
ス

ク
リ
ー
ン一

台

O
大
家
庄
保
育
所
へ

－
附
和
五
十

一
年
度
母
の
会
戸
代
表
大
井

正
予
さ
ん
）

よ
り
砂
錫
キ
ャ
リ
守
一
台

、
と
ぴ
箱

一
台
、
平
均
台
二
台
、
数
理

棚

一
台

・
昭
和
五
十

一
年
度
卒
園
児
及
び
母
の
会

（
代
表
大
井
正
予
さ
ん
）
、
大
家
庄
婦

人
会
、
大
家
圧
農
協
よ
り
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ

一
台

C
野
中
保
育
所
へ

・
附
和
五
十
年
度
母
の
会
（
代
表
布
井
久

仁
子
さ
ん
）
よ
り
絵
本
十
二
冊

・
附
和
五
十

一
年
度
母
の
会
（
代
表
山
田

悦
子
さ
ん
）
よ
り
絵
本
十
＝
附

・
昭
和
五
十

一
年
度
・
不
闘
児

一
同
よ
り
フ

ラ
ソ
ー
プ
五
本

(5) 
5 
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思 3..便鋤昆可

安
ど
け
と
と
も
に
山
に
は
冬
似
か
ら
ざ

め
た
熊
が
出
世
し
て
い
ま
す
。
山
菜
採
り

や
山
総
作
業
の
た
め
山
に
人
る
ζ

と
が
多

い
と
似
い
ま
す
が
、
出
一
に
は
l
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

熊
を
見
た
万
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
日
時

刷物所
、

（
通
称
で
も
よ
い
）
顕
数
状
態
（

地
上
、
制
本
の
上
等
〉
、
熊
の
足
跡
、
ま

た
は
側
、な
ど
引
い
急
役
場
陀
築
課
（
舎
一一
．1

二
O
O
Xは
ご一’

O
五
二
九
）
へ
迎
柏

瀬
い
ま
す
。

一
口
一

一
窓
一
印

一の一

変
わ
り
ま
し
た

一
見
一

；

：

・

・

4

－
sa－－ 

紙

税

が

印
紙
税
の
税
制
が
昭
和
五
十
二
年
五
月

↑
円
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

入
金
な
改
正
点
／

。
今
ま
で
五
十
円
の
印
紙
税
が
課
さ
れ
て

い
た
文
書
は
す
べ
て
百
円
の
印
祇
税
が
課

さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
継
続
的
取
引
の
必
本
と
な
る
契
約
バ
、

判
取
帳
な
ど

一
律
の
税
率
に
よ
り
課
税
さ

れ
て
い
る

X
Aの
税
不
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

倍
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
土
地
花
買
契
約
書
、
請
負
契
約
川
、
手

形
、
克
上
代
金
の
受
取
宿
な
ど
金
額
に
応

じ
て
課
税
さ
れ
る
文
A
の
う
ち
、
高
額
の

も
の
に
つ
い
て
の
印
紙
説
額
が
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

O
売
上
代
余
の
受
取
曹
の
う
ち
、
受
取
金

額
の
記
載
の
あ
る
文
書
を
引
用
し
て
い
る

も
の
な
ど
は
、
た
と
え
受
取
書
に
金
額
が

記
ぬ
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
引
用
し

た
金
額
と
川
じ
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
、
そ
の
命
綱
に
応
じ
た
印
紙

税
が
か
か
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
ま
た
、
一
定
の
百
武
を
衣
一川
す
る
こ
と

に
よ
り
印
紙
税
を
申
告
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
丈
刀
に
、
賃
貸
借
央
約
パ
な
ど
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

な
わぬ
、
く
わ
し
い
こ
と
は
魚
印
税
務
男

（一寸
九
三
七

魚
作
市
北
山唱江
一一
一
二
三
の

三
宮
O
七
六
五
（
二
潤
〉

l
－
三
七
つ
〉
へ 5月1日から

朝
日
町
善
意
銀
行

γ
一一一枚
橋
、
指
際
井
敏
弘
さ
ん
が
亡
父
の
供

漆
の
た
め
符
山
問
返
し
の

一
部
を
町
内
の
恵

ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
と
五
万
円

寸
前
保
し
し
然
向
好
会
の
み
な
さ
ん
が
春

以
り
の
務
納
し
し
舞
の
祝
儀
の

一
却
を
社

会
福
仙
の
繕
進
に
と

一
万
円

労
働
金
庫
が

融

資

し

ま

す

一
般
生
活
・
教
育

結
婚
・
住
宅
の
各
資
金

中
小
企
業
や
商
店
に
働
く
米
組
織
勤
労

者
に
、
出
山
県
や
県
下
市
町
村
、
労
働
福

机
場
業
団
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
「
生
活

結
婚
、
教
育
、
住
・宅
」
の
各
資
金
を
手
軽

に
低
利
で
激
資
を
し
て
い
ま
す
。

人
保
涯
の
対
象
と
な
る

貸
付
け
と
期
間
ソ

O
一
般
生
活
資
金

1
万
円
以
上
初
万
円
ま
で
（
泊
カ
月

払
い
以
内
）

O
教
育
資
金

却
万
円
以
上
叩
万
円
ま
で
〈
出
置
期

間
（
花
学
中
）
を
合
め
十
作
以
内）

つ
結
婚
資
金

初
万
円
以
上
叩
万
円
ま
で
（
5
年
払

い
以
内
）

O
住
宅
資
金

（労
働
金
廊
の
住
宅
積
立

預
金
に
加
入
し
て
い
る
人
）

初
万
円
か
ら
5
百
万
円
ま
で
（
花
利

5 
2 

金
等
3
百
四
（
お
作
）
払
い
以
内
3

た
だ
し
、
住
宅
積
立
預
金
に
加
入
し

て
い
な
い
場
合
は
3
百
万
円
限
度
）

i6) 

八
相
桜
窓
口

V

・
日
岡
山
県
勤
労
者
信
用
滋
金
協
会
（
雪
つ

七
六
四
（
一一一一一
）
六
一
七
ご

・
富
山
県
労
働
金
庫
本
店
（
舎
O
七
六
凶

（三
二
）
六
一
七
一
〉

・
朝
日
町
役
場
総
務
課
（
轟恒
三

・一

一
ご

O
内
線

二ニ）

…〈
今
月
の
表
紙
〉

一

一
般
に
伝
統
的
な
子
供
の
遊
び
は
、）

山
む
か
し
大
人
が
行
っ
て
い
た
生
活
の
ま
い

～
ね
ご
と
が
多
く
、
大
人
の
行
事
と
し
て
…

♂
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
も
、
子
供
が
川

～
遊
戯
と
し
て
そ
れ
を
引
き
継
い
で
き
て
ん

J

い
る
。

叫

「
通
り
ゃ
ん
せ」

は
、
問
所
近
ぴ
の
～

日
一以で
、
東
京
で
は
七
、
一九
、
一一一
の
放
と
J

～
し
て
鰍
わ
れ
て
い
る。

明
治
以
前
は
七
ツ
前
は
神
の
子
と
い
一

一
っ
て
、
死
ん
で
も
本
務
を
行
わ
ず
、
七
～

～
歳
に
な
る
と

一
人
前
の
生
存
権
を
認
め
山

J

た
と
い
い
、
七
銭
は
火
事
な
作
だ
っ
た
～

へ

関
所
の
通
行
、
年
齢酌
通
過
の
保
利
な
V

J

ど
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
～

～
う
こ
の
歌
は
、
辻
あ
そ
び
と
し
て
村
ゃ
い

戸
町
の
辻
で
、
あ
る
い
は
広
場
で
遊
ん
だ
九

～
も
の
だ
が
、
道
路
、

交
通
、
生
活
犠
式
）

で
か
急
変
し
た
今
は
そ
の
遊
び
の
盗
を
見
山

内
る
乙
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

…

（
写
真
は
、
山
崎

・
辻
に
て
〉
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〈
今
月
の
新
着

図
書
案
内
〉

日
町
立
中
央
図
書
館
U

第 26 I号

大
文
字
（
五
山
の
送
り
火
）
駒
敏
郎

萩
原
朔
太
郎

伊

藤

信

吉

晩
年
の
高
村
治
太
郎

奥

平

英

雄

頭

の

い

い

銀

行

利

用

法

野

末

陳

平

日
本
お
ん
な
噺

凶

口

消

之

丸
山
耐
水
倭
の
遊
女
た
ち

井

上

光

附

語
痕
の
た
の
し
み
4

岩
捌
悦
太
郎

街

道

を

ゆ

く

司

馬

遼

太

郎

崖

の

館

佐

々

木

丸

美

一
将
介
石
秘
録
同
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社

五

つ

子

山

下

頼

充

外

吉

岡

松

陰

を

語

る

宗

良

本

辰

也

漢

方

療

法

大

塚

敬

節

ハ

ト

ム

ギ

健

康

法

荘

淑

旗

高

杉

晋

作

八

尋

舜

石

お
ば
あ
さ
ん
の
知
恵
袋
桑
弁

い

ね

部
落
差
別
と
八
路
高
校

高

杉

密
吾

人
物
白
木

の

女

性

史

円

地

文

子
監
修

ひさあ報広

談

毎月第 1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センタ戸

川上京｝（行政相談員）

相談ごとご案内

相

昭和32年 8月 8日
第 3 • 髭便物l!珂

政

－ ·＜とZ.E：衿~：＼草み戸綜

If;寺

場所

相談員

ム行

日

火；rt1 
災 j期；
に ／iで ！
注 jナ ：
意 j

五
月
に
入
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
航
行

・
な
ど
行
楽
地
へ
出
か
け
、
家
を
mmγ
に

し
が
ち
で
す
。

乙
の
時
期
に
は
火
民
も
多
く
、
特
に

留
守
宅
の
火
災
は
発
見
が
遅
れ
る
た
め

．大
き
な
惨
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

外
出
前
に
は
次
の
こ
と
を
み
ん
な
で

－
守
っ
て
火
災
発
生
の
防
止
に
努
め
ま
し

～
ょ
’つ。

一
特
電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
を
抜
く
c

．
て
カ
ス
の
元
栓
を
し
め
る
。

（
＊
た
ば
こ
の
灰
皿
を
か
た
ず
け
る
。

日
発
残
り
火
の
点
検

（
コ
ン
ロ
、
コ
タ
ツ

ス
ト
ー
ブ
、
た
き
火
等
）

ま
た
、
旅
行
先
等
で
宿
泊
す
る
場
合

．
は
、
建
物
の
非
常
口
、
避
難
階
段
な
ど

い
を
確
か
め
て
、
不
慮
の
火
災
に
備
え
ま

－

…
し
よ
う
。

人権法律相談

5月17日

午後 1時～午後4時

朝日町福祉センター

人権係護委員

時

場所

相談員

ム

日

心配ごと相談

毎週火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

（き3-0576)

時

所

ム

日

場

踏
切
工
事
の
た
め

宮
本
町
踏
切
車
両
通
行
止

J!JI 
ll{f間
;f:llぷII間
52 52 
1r 11: 
6 5 
) j月
17 27 
n卜｜
まか
でら

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

。
旧
泊
小
学
校
取
櫨
唱
し
及
び
役
犠
庁
舎
に

改
装
す
る
工
事

工
事
費

．
、
七
七
八
万
円

工

期

限

月

一

四

日

t
六
月
主
十

H

（
昭
和
五
十
二
年
四
月
十
五
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

〈赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

受通事故巡回相談

①日時 第 I.第 3月眼目

午前 10~寺～午後 3時

場所黒部市役所

①臼時第 I.第 3JJ<I凶日

午前10時～午後3附

場所県魚湾総合庁舎内

魚津地方県民相談室

ム

抗
JVM

M
H，
 

J
汁

お
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弘
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中
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J
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真
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（
断

行
羽

人

C
羽

人

羽

人

O
制

野

魚

仰

い
山

C
殿

町
人

鐙

町

。
火
山
家
作

ぃ
ト
山
新

乙
藤

川場

入
誠
一
一
町

C
Y尻
川

凶

入

器

町
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・低
船
副

総

子
立

問

久
史
子

紀

義
．コ
忠
子

利

子

光

政

月
代
美

修範明
引

子俊子

お

く
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－広報 あさひ ・・ M 2 6 I号
昭和 52年 5月 IO日
月刊〈毎月 I0日宛行｝ ー

（決 めら れた 日時に受け られない方は）
最寄 りの会場で受けてくださし」 ノ

事 一 ＼きこ工対 一手一三者 ｜自（曜斗 i!_ 刻－｜長 二二竺 」一対象－地 一区一1-fi- 考

ij~f-~守i ！~~I~
人検診 165 歳以上i18(7.J'<) I ~I話～3.oo I鰍 tセンター ｜だl 二 区｜

会 地 区｜母子手帳持参

全 区 ｜赤ちゃんの育て方地

級住民検戸満 15歳以上1--I i~~12 .~I-; $－－；均一r~；正予長 一 一一一一一一一
I 23（月＞I I 

結 J等法：I l f~I 東草野組合 ｜ 韓、清水町、
｜る人は除く。） ｜ ｜午前 ！蛭谷分校 ｜！蛭谷、谷の一部

110.00～12.00 

血圧検診
午後1.00～3.00

核 26（木） I I . . 

Tお～4.ooI川池公民館 ｜協議：福富 ｜理ぷ積三。。

予 午前 ｜越常泉寺 ｜小更、越、竹の内10 00～12 001 I 

30（月） トー一一一 －I
午後 ｜笹川小学校 ｜笹川地区
1. 00～3,00 I 

1 ~~~～12.ool 五箇庄小学校 ｜ 月山
31（火） ｜目 ．

午後 ｜ ｜元屋敷、温泉町
1. 00～3.oo I 上繍尾公民館 ｜ 上・下績尾、宮本町

く 6 月 〉

母I3カ月児 検 診Is2年 2月生 I2 ＜木） ｜鴻～2.00

子 l一一ーー一一一 一｜ I 1 ん山

保 ｜股関節脱きゅう検査｜ 52年 2月生 I2 ＜木） I i~お～3.00

鍵 Igカ月児検診 Is2年 8月生 I2 ＜木） ｜鴻～3.00

鎗 ！健康相談 ｜希望者I3 c~） 

積 ｜五五示瓦l~－－；；；：
： （ただし、勤務

｜先で検診を受け

福祉センタ ー 全

泊 1丙 院
全

整 形 外 制

制センター ｜全

1る人は除く。） I 1 Gc木）
午後 ！ 
I. 00～3.30 I 境 公 民 館 第

地 区

地 区

地 区

地 区

老 ！老 人検
人；

診 IGs 歳以上I14('./() 
午後 ｜ 

1. 30～3.00 街祉センタ一 泊 一 区

保 ι

健； : I 2は） 午後
1.30～3.00 大家！主公民館 大 家 庄 地 区

母子手帳持参

検査桝 1.200円

胤圧検診
午後1.30～3.00

日本脳炎予防接種 ｜自48i干6月生 ！
伝 ｜ ｜歪49年 5月生 I14（火）

午後
I. 30～l.50 桜町保育所 桜町、 月 山 保育所へ出ていな

染

構

I 1閣

I 2oc月）

2午．後40～3.00 西部保育所 草野、 赤 川 い幼児は、各保笥
所で媛種してくだ

午前
10.30～11.00 大家庄保育所 大 家 庄 地 区 ざい。
一 一 一 一
午後
2.30～2.40 野中保肖所 下野、償道、目豪華反

午後 ｜ 
1.00～3.00 織 工 会館泊地 区 ｜
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